
決算書掲載頁　147

内
訳

大阪府保健医療計画に基づく南河内二次医療圏の南部地域における急病患者に対して、適切かつ迅速な医療が受け
られる体制づくりに努める。

救急患者、また夜間及び休日等の小児患者に対して、適切かつ迅速な医療が受けられる体制を確保する。

貢
献
度

今
後
の
方
向
性

安心できる医療体制を充実する健康
共生共感都市

施
策
の
大
綱

健康長寿部健康推進課

事業： 救急医療関係事業 0102

07

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第2章

目

的

総
合
評
価

妥当性

効率性

有効性

施策に対する
事業貢献度

根

拠

B

本事業は急病患者に対して適切かつ迅速な医療が受けられる体制整備に非常に貢
献している。A

南河内二次医療圏における救急医療体
制及び広域小児救急医療システムの確
保ができている。

A

A

B

目

標

南河内二次医療圏内の救急告示病院に二次救急医療体制に支援及び南河内南部地区の小児急病診療事業に基づく
診療体制に支援を行い、急病患者に対して、適切かつ迅速な医療が受けれる体制を確保する。

事
業
費
・
財
源

事業費

一人あたり

世帯あたり

財
源
内
訳

総コスト

人件費

公債費 評
価
理
由

一般財源

国府支出金

地方債

その他特定財源

81,088

726

1,716

79,563

1,525

0

79,563

0

0

0

事業費 79,563

(決算額) (千円) (千円)

(円)

(円)

コ
ス
ト
情
報
・
評
価

所管課

南河内南部地区における小児の救急医療体制を確保する。

事
業
費
・
財
源

細事業：南河内南部小児急病診療事業 02事業
優先順位

事業
実施主体

事業開始
年　　　度

根拠
法令

整理
番号

事業費 総コスト

人件費

公債費財
源
内
訳

内
訳

平成25年度 平成24年度 比　較 平成25年度 平成24年度 比　較

目

的

妥当性 効率性 有効性評

価

今
後
の
方
向
性

職員数

再任用職員数

2

直営 平成18年度 消防法、医療法、小児夜間救急医療体制に関する協定書、覚書

小児の救急医療を必要とする中学生までの河内長野市民

適切かつ迅速な医療が受けられる体制の確保を図る。

A A B

一般財源

72,71171,949

762

0

0.10

0.00

71,949

0

0

0

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

(夜間）（土・日・祝・年末年始１２／２９から翌１／３の１６時から２０時）医師会等の協力を得て、病院群輪番制により初期
救急医療の受診体制を整備し、広域小児救急医療システム（南河内南部３市２町１村）により実施する。
（休日・年末年始の昼間）小児科医の数が限られる中で充分な診療体制を確保するため、南河内南部3市2町1村により
日曜日・祝休日・年末年始の昼間の小児科診療について富田林病院で実施する。　

目

標

一人あたり

世帯あたり 1,539

651

事業費

参
考

71,949

(円)

(円)

(人)

(人)

コ
ス
ト
情
報
・
従
事
職
員
数

その他特定財源

0

0

国府支出金

地方債

69,643

69,643

0

0

0

70,437

794

0

0.10

0.00

1,494

624

69,643

2,306

2,306

0

0

0

2,274

-32

0

0.00

0.00

45

27

2,306



事業：救急医療関係事業                       

 

１．南河内南部小児急病診療事業 

 

日曜日・祝休日・年末年始の昼間、土・日・祝・年末年始（１２／２９～翌１／３）の１６時から２０時、毎日

の夜間から早朝における小児の救急医療体制を河内長野市他２市２町１村が医師会等の協力を得て確保した。 

 

２．南河内圏域救急医療事業 

 

二次救急医療（入院等を必要とする医療）体制の整備を図った。 

９市町村が共同で一次救急医療を補う二次救急医療体制及び準夜（２０時～２３時）初期救急医療体制を実施し

た。 

 

細事業：南河内南部小児急病診療事業                             

 

１．南河内南部小児急病診療事業 

 

日曜日・祝休日・年末年始の昼間、土・日・祝・年末年始（１２／２９～翌１／３）の１６時～２０時、毎日の

夜間から早朝における小児の救急医療体制を河内長野市、富田林市、大阪狭山市、太子町、河南町、千早赤阪村の

３市２町１村が医師会等の協力を得て実施した。 

日曜・祝日・年末年始の昼間については広域エリアの中心にある富田林病院で実施した。 

夜間（２０時～８時）については消防署に連絡後、指定病院での受診体制で実施した。 

また、土・日・祝・年末年始の１６時～２０時についても、消防署に連絡後、指定病院での受診体制で実施した。 

 

＜小児救急医療事業利用状況＞ 

 稼働日数 稼働時間 診療病院 河内長野市在住

者利用人数 

広域体制全体

利用人数 

日曜日・祝日・休

日・年末年始 

７１日 午前９時～１１時３０分 

午後１時～３時３０分 

富田林病院 １，１０９人 ３，７６２人 

夜間 ３６５日 午後８時～午前８時 指定病院 ９６０人 ３，２２１人 

土・日・祝・年末

年始（１２月２９

日～１月３日）の

１６時～２０時 

 

１２１日 

 

１６時～２０時 

 

指定病院 

 

５０７人 

 

 

１，５３２人 

 


